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京都聖母学院保育園 運営規程（園則） 

 

 （施設の名称等） 

第１条 学校法人聖母女学院が設置するこの保育園の名称及び所在地は，次のとおりとする。 

（１）名 称  京都聖母学院保育園 

（２）所在地  京都市伏見区深草田谷町１ 

 （施設の目的及び運営方針） 

第２条 京都聖母学院保育園（以下「当園」という。）は，建学の精神に基づき，保育を必要とする乳

児及び幼児を日々受け入れ，保育事業を行うことを目的とする。 

２ 「当園」は，保育の提供に当たっては，入園する乳児及び幼児（以下「園児」という。）の最善の 

利益を考慮し，その福祉を積極的に増進することに最もふさわしい生活の場を提供するよう努める

ものとする。 

３ 「当園」は，保育に関する専門性を有する職員が，家庭との緊密な連携の下に，園児の状況や発 

達過程を踏まえ，養護及び教育を一体的に行うものとする。 

４ 「当園」は，園児の属する家庭や地域との様々な社会資源との連携を図りながら，園児の保護者 

に対する支援及び地域の子育て家庭に対する支援等を行うよう努めるものとする。 

５ 「当園」は，「京都市児童福祉法に基づく事業及び施設の人員，設備及び運営の基準等に関する条 

例（平成２４年３月３０日京都市条例第４９号）」その他関係法令を遵守し，運営するものとする。 

６ 「当園」は，園児が心身ともに健やかに育成されるよう適正に保育事業を行い、園児又はその保 

護者の国籍、信条、社会的身分等によって差別的取扱いをしない。 

 （利用定員） 

第３条 「当園」の利用定員は，子ども・子育て支援法（以下「法」という。）第１９条第１項各号に 

掲げる小学校就学前子どもの区分ごとに，次のとおり定める。 

（１）法第１９条第１項第２号の子ども（保育を必要とする３歳以上児。以下「２号認定子ども」と 

いう。） ４８人 

（２）法第１９条第１項第３号の子ども（保育を必要とする３歳未満児。以下「３号認定子ども」と 

いう。）のうち，満１歳以上の子ども  ３２人 

（３）３号認定子どものうち，満１歳未満の子ども    ０人 

 （提供する保育等の内容） 

第４条 「当園」は，保育所保育指針（平成２９年３月３１日厚労告１１７）に基づき，以下に掲げ 

る保育その他の便宜の提供を行う。 

（１）特定教育・保育（法第２７条第１項に規定する特定教育・保育をいう。以下同じ。）   

   支給認定を受けた保護者（以下「支給認定保護者」という。）に係る園児に対し，当該支給認定 

における保育必要量（法第２０条第３項に規定する保育必要量をいう。以下同じ。）の範囲内に

おいて保育を提供する。 

（２）時間外保育 

   やむを得ない理由により，支給認定における保育必要量の範囲を超えて保育を必要とする場合 

は，当該支給認定に係る園児に対し，第７条に規定する時間の範囲内において，法第５９条第

２号に規定する時間外保育を提供する。 

（３）食事の提供 
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  （職員の職種，員数及び職務の内容） 

第５条 保育の実施に当たり配置する職員の職種，員数及び職務内容は，次のとおりとする。 

（１）園長 １名（常勤専従） 

   園長は，職員間の業務調整・会計事務・給食業務等を含む運営管理全般を統括し，職員に対し 

法令等を遵守させるため必要な指揮命令を行うとともに，園児を全体的に把握し，園務をつか

さどる。 

（２）主任保育士 １名以上（常勤専従） 

   主任保育士は，地域の保護者等に対する子育て支援を行うとともに，園長を補佐し，保育内容 

について他の保育士を統括する。 

（３）保育士 ８名以上（常勤換算後） 

   保育に従事し，その計画の立案，実施，記録及び家庭連絡等の業務を行う。 

保育士は保育に従事し，その計画の立案，実施，記録及び家庭連絡等の業務を行う。また，必

要に応じて 

以下の業務を担うことができる。 

①副主任保育士 若干名 

主任の業務を補佐しつつ，保育に従事し保育現場の現状と課題を把握し改善の提案等を行い

新人保育士の育成を行う。 

②リーダー保育士 若干名 

クラス運営のとりまとめや，乳児保育，幼児保育，障害児保育，食育アレルギー，保健衛生・

安全対策，保護者支援・子育て支援の各分野において専門的知識を学び，他の保育士へ指導・

助言を行う。 

（４）栄養士 １名以上（常勤専従） 

   園児の発達段階に応じ，満１歳以上児の離乳食，幼児食に係る献立を作成するとともに，給食 

業務全般に従事する。 

（５）調理員 ２名以上（常勤換算後） 

   栄養士の作成した献立に基づき，給食及びおやつを調理する。 

（６）用務員 １名 

   園内の各種業務に従事する。 

（７）事務員 １名以上 

   園長を補佐し事務全般に従事する。 

（８）看護師 １名以上 

   嘱託医および保育園職員と連携し、園児の健康管理業務全般に従事する。 

（９）園医（非常勤嘱託医）２名  

   園児の健康診断および園の衛生管理指導を行う。 

（１０）その他必要な職員を置くことができる。 

 （保育を提供する日） 

第６条 保育を提供する日は，月曜日から土曜日までとする。ただし，年末年始（１２月２９日から 

１月３日）及び祝祭日を除く。 

 （保育を提供する時間） 

第７条 保育を提供する時間は，次のとおりとする。 
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（１）保育標準時間認定に係る保育時間 

   ７時１５分から１８時１５分までの範囲内で，支給認定保護者が保育を必要とする時間とする。 

   なお，上記以外の時間帯において，やむを得ない理由により保育が必要な場合は，１９時１５ 

分までの範囲内で，時間外保育を提供する。 

（２）保育短時間認定に係る保育時間 

   ８時３０分から１６時３０分まで，または９時から１７時の範囲内で，支給認定保護者が保育

を必要とする時間とする。なお，上記以外の時間帯において，やむを得ない理由により保育が

必要な場合は，７時１５分から８時３０分または９時まで，及び，１６時３０分または１７時

から１９時１５分までの範囲内で，時間外保育を提供する。 

 （利用者負担その他の費用の種類） 

第８条 「当園」の特定教育・保育を利用した支給認定保護者は，その支給認定を受けた市町村に対 

し，当該市町村の定める利用者負担金（保育料）を支払うものとする。 

２ 「当園」は，支給認定申請から認定の効力が発生する日までの間において，災害等の緊急その他 

やむを得ない理由により保育を提供した場合については，当該保護者から特定教育・保育費用基準

額（法附則第６条第３項の規定により読み替えられた法第２８条第２項第１号に規定する内閣総理

大臣が定める基準により算定した費用の額をいう。）の支払を受けるものとする。この場合，当該保

護者が適切に教育・保育給付を受けられるよう，特定教育・保育提供証明書の交付その他必要な措

置を講じるものとする。 

３ 「当園」は，前項の支払を受けるほか，保育の提供における便宜に要する費用のうち，別表に掲 

げる費用の支払を受けるものとする。 

 （利用の開始に関する事項） 

第９条 「当園」は，市町村から特定保育の実施について委託を受けたときは，これに応じるものと 

する。 

 （利用の終了に関する事項） 

第１０条 「当園」は，以下の場合には特定保育の提供を終了するものとする。 

（１）園児が小学校に就学したとき 

（２）支給認定保護者が，法に定める支給要件に該当しなくなったとき 

（３）その他，利用の継続について重大な支障又は困難が生じたとき 

 （緊急時における対応方法） 

第１１条 「当園」の職員は，保育の提供時に，園児に病状の急変，その他緊急事態が生じたときは， 

速やかに嘱託医又は園児の主治の医師に連絡する等，必要な措置を講じるものとする。 

２ 保育の提供により事故が発生した場合は，京都市及び園児の保護者等に連絡するとともに，必要 

な措置を講じるものとする。 

３ 「当園」は，事故の状況や事故に際して採った処置について記録するとともに，事故発生の原因 

を解明し，再発防止のための対策を講じるものとする。 

４ 園児に対する保育の提供により賠償すべき事故が発生した場合には，損害賠償を速やかに行うも 

のとする。 

 （非常災害対策） 

第１２条 非常災害に備えて，消防計画等を作成し，防火管理者又は火気・消防等についての責任者 

を定め，少なくとも毎月１回以上，避難及び消火に係る訓練を実施するものとする。 
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 （虐待の防止のための措置） 

第１３条 「当園」は，園児の人権の擁護及び虐待の防止を図るため，責任者の設置その他必要な体 

制の整備を行うとともに，職員に対する研修の実施その他必要な措置を講じるものとする。 

 （記録の整備） 

第１４条 「当園」は，保育の提供に関する以下に掲げる記録を整備し，その完結の日から５年間保 

存するものとする。 

（１）保育の実施に当たっての計画 

（２）提供した保育に係る提供記録 

（３）特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準（平成２６年内閣府令第３９ 

号）第１９条に規定する市町村への通知に係る記録 

(４)保護者からの苦情の内容等の記録 

（５）事故の状況及び事故に際して採った処置についての記録 

 （その他運営に関する重要事項） 

第１５条 この規程を改定、廃止するときは、学校法人聖母女学院理事会の議決を経るものとする。 

 

附 則 

この規程は，２０１８年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，２０１９年１０月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，２０２０年７月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，２０２１年２月１９日から施行する。 

 

 

別表１（第８条第３項）特定教育・保育の提供に要する利用者負担金（上乗せ徴収分，実費分） 

項目 内容，負担を求める理由及び目的 金額 

2 号認定子どもに係る 

給食費 

副食材料費 月額 4,500 円 
合計：月額 7,500 円 

主食材料費（米類、パン類等） 月額 3,000 円 

制服・体操服 購入費 

（3 歳児以上） 

制服関係 約 30,000 円 程度 

体操服関係 （購入内容により変動） 約 6,550 円～14,000 円 程度 

通園リュック 3 歳児以上 約 4,950 円 程度 

上靴購入費 

（3 歳児以上） 

足の発達に応じた白色無地の上靴を 

各家庭で準備 
     

園斡旋業者を通じて購入することも 

可能（サイズ：14 センチ～）。 
720 円 

鍵盤ハーモニカ 5 歳児（小学校に行っても使えます。家

にある方はあるものを使ってください。） 
約 8,000 円 

個人絵本購入費 全学年（こどもの友社など） 年間 約 5,000 円 程度 



 

学校法人聖母女学院 規程集（京都聖母学院保育園運営規程（園則）） 

- 5 - 

 

 

別表２（第８条第３項）該当者（利用者）のみ対象となるもの（時間外保育に係る利用者負担金） 

（１）保育標準時間認定の方 

  〇 保育標準時間に係る延長保育料（※備考） 

    １８時１５分以降も保育を利用する旨を当園との間であらかじめ取り交わした方については， 

1 回につき５００円（月額最大２，５００円）とします。 

（２）保育短時間認定の方 

  〇 保育短時間に係る延長保育料（※備考） 

    延長保育を利用する旨を当園との間であらかじめ取り交わした方については，１日当たりの 

利用時間に応じ，以下の料金をお支払いいただきます。 

    １日当たりの利用時間が 

①  １時間までの場合       → ５００円（月額最大２，５００円） 

②  １時間を超え２時間までの場合 → １，０００円（月額最大５，０００円） 

③  ２時間を超える場合      → １，５００円（月額最大７，５００円） 

 

（※備考） 保育料が第１階層（生活保護世帯）及び第２階層（市民税非課税世帯）の方については， 

延長保育料の減免が可能ですのでお申し出ください。 

 

別表３（第８条第３項）一時預かり保育の保育料に関して 

１時間につき５００円とします。 

お道具類・教材購入費 ・3 歳児以上新学期用品 

・教材 
3 歳児以上 年額 約 9,000 円 

・1、2 歳児 新学期用品 

・教材 
1、2 歳児 年額 約 7,000 円 

遠足に係る実費 
公共交通機関（地下鉄，バス等）その

他移動手段、入場・利用に要する経費 
実際に要した経費（実費） 

宿泊に係る実費 
公共交通機関（地下鉄，バス等）その

他移動手段、入場・利用に要する経費 
実際に要した経費（実費 

日本スポーツ振興 

センター加入費 

保育園の管理下における災害に対し、

給付を得るもの 
年額 315 円 

卒園アルバム関連費 卒園アルバム制作・発行に関する費用 希望者数により変動 


